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支配株主等に関する事項について 
 

支配株主等に関する事項は、以下のとおりとなりますので、お知らせいたします。 
 
1.  支配株主等の商号等 

                                                                      （2026年３月31日現在） 

商号、名称 

又は氏名 
属性 

議決権所有割合（％） 発行する株式が 

上場されている 

金融商品取引所等 直接所有分 合算対象分 計 

三菱商事株式会社 
その他の

関係会社 
33.46 0.00 33.46 東京証券取引所プライム市場 

 
2. 支配株主等の企業グループにおける上場会社の位置づけその他の上場会社と支配株主等との関係 

 

 a. 支配株主等の企業グループにおける上場会社の位置づけ 
 

    三菱商事株式会社(以下｢三菱商事｣)は、当社議決権の33.46％を所有する筆頭株主であり、当社は  
  同社と資本業務提携契約を締結しております。また、同社は2019年７月１日付発行の当社Ａ種優先株式

（発行株式総数175百万株）の全株式を所有しております。三菱商事は総合商社、当社は総合エンジニ
アリング企業と基本的な事業領域は違いますが、プラントエンジニアリング分野においては、両社共通
の事業領域があります。当社は、三菱商事との共通事業領域でのシナジー効果を最大限に追求すること
により、当社の企業価値向上を図ってまいります。また、具体的な取引関係として、当社から三菱商事
及び同社グループ各社への設備販売・技術サービスの提供や、三菱商事グループ各社からの資材の購入
といった取引があります。 

    人的関係につきましては、業務体制の強化を目的として、2026年３月31日現在、三菱商事の常務執行
役員１名が当社の取締役を兼務しております。 

 
 b. 支配株主等の企業グループに属することによる事業上の制約、リスク及びメリット、支配株主等や 
  そのグループ企業との取引関係や人的・資本的関係などの面から受ける経営・事業活動への影響等 

 

三菱商事との協力関係を強化することにより、戦略的な事業領域の拡大、シニアローン枠設定に於
ける与信、プロジェクトの受注・遂行時に必要なリスク対応能力の向上や、営業開拓力の拡大といっ
たメリットがあります。 

 
 c. 支配株主等からの一定の独立性の確保に関する考え方及びそのための施策並びに支配株主等からの 
一定の独立性の確保の状況 

 

当社と支配株主等との間では、上記のような資材購入等の取引関係がありますが、支配株主等から 
   の事業活動に対する制約は特段なく、取締役会やその他の重要会議において独自の経営判断を行って

おり、当社の経営には独立性が確保されております。 
 
3. 支配株主等との取引に関する事項 

 

   当社は、三菱商事フィナンシャルサービス株式会社と融資契約を締結しており、当社が保有する建
物・構築物、土地及び関係会社株式等を担保に供しております。 
 
 

                                              以 上 


